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桜 蓮 祭 を終 えて 第7回桜蓮祭実行委員会 源 明 麻 里 那

木々の色 もより一層深み が増 し、身 にしみる寒さが秋の暮れ を知

らせる季節になった11月8日 に、第7回 桜蓮祭を無事開催すること

ができた ことを大 変うれしく思います。今年度 は、「想 乗幸花～想

いを乗せ て幸 せの花を咲かす」というスロー ガンをかかげ、「地域

の方々との交流」や 「世代を問わず楽しむことができる桜蓮祭の開

催 」を目標 に準備を始めました。昨年の桜蓮祭、そ して立派に運営

しきった実行委員の先輩方を見て、今年は自分 たちが中心となると

考 えると、不安で仕方 がなかったのを今でも覚えています 。

今年度の桜蓮祭当 日は、冷え込 むといった予報が出され心配して

いましたが、たくさんの方 のご来場 により、学 内がぽかぽかとした

雰囲気に包まれていたように思います。また、学 内にはたくさんの

笑顔が見え、大変うれ しく思 いました 。きっとこの大学の良 さもた

くさんの方 に知 っていた だけたのではないかと思います。これも、

開催にあたり、多 くの方の こ協力があったからだと感謝の気 持ちで

いっぱいです。

私たちは、準備 を進める際に、どのようにして多くの方に大学に

足を運んでいただくか、どうすれ ば私たちの大学の良 さを知ってい

ただけるかを考え、話 し合 いをしてきました。あれ もしたい、これ

もしたいとたくさんの アイデアが浮かぶものの 、私 たちの考慮が足

りなかったため に、たくさんの方にこ迷惑 をかけて しまいました。し

かし、先生方を含め大学 関係者 の方、先輩方、1、2年生の皆さん に

温かく見 守っていただき、また協力していただ いたからこそ 、桜蓮

祭当 日を成功という形 で終 えることができたのだと思って います。

本当にありがとうこざいました。

最後になりましたが、今年度経験し感じたことを次年度の実行委

員に引継ぎ、次年度の桜蓮祭がさらなる盛り上がりをみせることを

期待しています。



ベトナム滞在記 2年 中田仁美 皆川さゆり 横田侑子 山田葉子

私 たちは8月7日 か ら11日 までベ トナ

ムの クイニ ョン という都市 に行 って きま

した。ベ トナム最大 の都市であるホーチミ

ンか ら飛行機で2時 間くらいの ところ にあ

ります。

渡 辺先生 の八 ンセン病研 究の手伝 い と

い うことで2日 間病 院へ行き、看護師長さ

んか ら患者さんの話 を聞きま した。先生が

患者さん一人一人 に住ん でいる場所、発症

した年齢、学歴 、家族構 成などをインタ ビ

ュー しま した。これは貧 困や家族歴 とハ ン

セン病の関係などを知るためです。私たち

はそ の内容 を記録 と して ビデオ に撮 って

いま した。

患者さんは全体的に年齢層 が高 く、発見

が遅れる人が多いため症状が重い人が多

かったです。中には手足の変形や薬の副作

用により皮膚が黒ずんでいる人もいました。

また、ベトナムは多民族国家なので、患者

さんの中には少数民族の人もいて言葉が

通じず、その言葉が分かる患者さんに通訳

してもらうこともありました。

病院の様子は緑が多く、海が近くとても

開放的な様子でした。病院の敷地内に居住

施設もありとても広く、施設内の人たちは

自転車やバイクで移動していました。病室

を出ると窓も壁もなく、すぐ外に面してい

て風の通りがとても良かったのが印象的

でした。

患者さんたちの日常生活は自立していて、

病 状も比 較的 安定 していた ので近 くの海

に遊 びに行 った り、外 で談話 した り自由に

行動 して いま した 。

最終 日には、日本 とベ トナ ムの医療 の違

いにつ いて病 院の看護 師 さん と交 流会 を

行 いま した。私た ちが病 院内を見学 して感

じた こと伝えた り、日本 の医療 に対 する質

問を受 けた り しま した 。お互いによい刺激

を受 けま した。

ベ トナム は料理もお い しく、人 もやさ し

く、時間も ゆっくりと流れ有意義 な時間を

すごす ことができま した。ぜ ひ皆 さん も興

味がある 方はベ トナム へ行 ってみ て くだ

さい。楽 しさは私たちが保証 しますU

Camo'n.(あ りが とう)

ベトナム ・カンボジア旅 行 記

この夏 、カ ンボ ジアとベ トナム を旅 し、

現地の医療 ・福祉 とその環境 について学ぶ

ことができた。

カンボ ジア ー一父 と楽 しそ うに病 院給

食を食べるHIV感 染児。障害をもつ我が子

を抱えて、頬に何度 も何度 もキス をする母

親。片 や座 り込み他 人の同情 を乞 う母親。

わず かな水 欲 しさ に外国人 の腕 をつかむ

幼児。物乞いをする幼い兄 妹や腰 の曲が っ

た老女。街中の交差点で大 麻を吸い昇天 す

る男性 。ゴミを食 べる住民 …、ここで生 き

る とは どういうことかを考えさぜ られる。

3年 古 川 美 冴

日本のNGO団 体が設立 した国立小児病

院外科病棟 がプノンペンにある。日本人 ス

タッフを慕 う患児や家族が多 くいる。現在、

カンボ ジアの 医療は外 国か らの支 援 によ

りほとん どが運営されている。

ア ンコール ワ ッ ト遺跡 群の繊 細で美 し

く壮大な創 りと、長い時を刻み 、そ こに在

り続けた仔まいか らは、歴史の重 さ、世界

の大 きさ、人 間の小ささを思い知る。

「クル サー ・リッ リエ イ

～幸せの家～」とい う名の

孤児院で は、人 懐 っこい彼

らに負けまいと夢 中にな っ

て遊ぶ。年長者 が年少者を

養護す る場面 も見 られる。

ど うかこの瞳がいつ までも

輝いてい ます ように、そ う

願わずにはいられない。

今 回の旅で感 じたの は、

自分が無力 である とい うこ

と。何 も見 ず 、触れず 、知 らず、夢 や理想

を語 る自分が情 けな くなる 。この経験 を今

後 どう活かすかを課題 と し、果たすべ き務

めを全 う したい。小さ いな りに、無力な り

に、今できる ことを精一杯 に。

古川さん あちらでお世話になった先生 佐藤iさん

ベトナム ・カンボジア旅 行 記

自分の 知 らな い場所へ 行 くーー 未 知の

空 間には、新 しい刺激がたくさん落ちてい

る。「み っち ゃん 、カ ンボジア行 きたいん

3年 佐 藤 愛 佳

だけど。」「いいね え。いつ行く?」

成 り行 きはこんな感 じ。素直に見たかっ

たんだ。国を、文化を、人々を。「発展途上」

と称され る国の現状を、自分の 目で。そう

や って 、ただ漠然 と した 「何 か したい」の

手がか り探 しに出かけた。

ベ トナム ・カ ンボジアの2力 国4都 市 を

10日 に渡 り旅 して、病院 や孤 児院な どの



施設 をい くつか訪れた り、安宿に泊まって

ぼった くられた り、アン コールワ ッ トに昇

る朝日に感動 した りして、自らの五感で様々

なことを感 じた。

「何 か した い」じゃ足 りな くて、悔 し涙

が流れた。人々の優 しさに触れ 、心 があた

たか くなった。子 どもたちが向けて くれた

屈託のない絵顔を見て、や っぱり 「何 か し

たい」と思った。

この旅で、本当 に様々な人たちと知 り合

って、つながる ことができた。人 が人をつ

な いでい って偶然が重 な り合 い実現 した

こと。それで いてな お、こうなることは必

然だ ったんだろうな。そ うや って世界はつ

なが ってい くんだろう。私 もつなが りのひ

とつ にな ろう。そ うすることで、つないで

くれた人たちへの感謝 を示 してい こう。そ

れが、今の私の義務であると強 く感 じてい

る。

こんな短い文章 じゃ、まとめきれない！

今年のふれあい実習 生物 ・医学領域

平成20年 度の 「ふ れあ い実習」は1年

生93名 が参加 して、10月14日 か ら16日

の2泊3日 で上越市大島区、浦川原区、牧区、

安塚区で行われ ま した。

実習初 日には 「地域探索 入門」を今年度

初めて試 みま した。このプログ ラム では、

ふれあい実習で学んだこと

私たち は10月14日 か ら16日 の3日 間

ふれ あい実習 に行き ま した。様 々な体験

の 中で私が 印象に残 っている ことは、地

域の 方の講和 と民泊で す。私 は安 塚区 に

行きま した。

講和 では地

域 の特性 に

ついて多 く

聞 くことが

できました。

1日 目に泊

ま った六夜

山荘で は集

落の人々が

関 谷 伸 一

学生たちが大島区田麦地内を歩いて探索 し、

山林や田畑を観察 した り、地域の方々 に聞

き取 り調査を実施 した り して、地域の 自然

と生活を理解 し、またコミュニケーシ ョン

の大切 さを学びま した。その他、林業体験、

食体験、民泊先での農業体験などを通 して、

1年 佐 藤 裕 佳

協力し合って運営していること、雪室を

利用して農産物の貯蔵をしたり冷房に使

用したりしていること、太陽光を照明に

利用している中学校があること、また小

学校を改造して高齢者の活動促進施設と

して利用していることなど、安塚区では

地域を活性化するために様々な活動をし

ていることがわかりました。民泊では地

域のつながりを感じることができました。

隣近所との交流が多く行われていて、お

年寄りの方のこともみんなで考えている

ことがわかりました。病院が遠いことに

ついて私は大変だと思っていたのですが、

病院やデイサービスが車で送迎してくれ

「思い出」だけ じゃ収 ま らない!そ んな10

日間だ った。

まだ まだ見 てないものはた くさんあ る。

だか ら、旅はやめ られないんだ。

看護の対象である 「生活者」に対する学び

を深めました。

て いるので 、そ こまで大変 だと感 じた こ

とはないということでした。このことから、

日常を支えるネ ッ トワー クができていて、

遠 くに住んでいて も しっか りと したつな

が りがあると感 じま した。

今回のふれあい実習では様々な体験をぐ

グル ープに関係な く皆で協力 しなが らす

ることができて貴重な体験 とな りま した。

皆 で協 力 した ことによ って よ りよい経験

が できた と思 いま す。また、看護の 対象

は様々な地域の人々であるので、その人々

の 生活や考 え方、地 域の連 携な どを考慮

しなけれ ばな らな いと感 じま した 。そ し

てその人たち一人 一人をみ てい くことが

大 切だ と思 いま した。な ので 、この実習

で学んだ ことを忘 れず に、これ か ら先 に

活 か して いけた らよい と考えています。

基礎看護実習を終えて

基礎 看護実習 では、た くさんの ことを

体験 し、見 学す る ことができ ま した 。病

棟実習 に行 く前は、不安 と緊張で したが、

実習先の方 々は優 しく丁寧 に教 えて くだ

さいま した 。私 は実習 を通 して、学 んだ

ことが二つあ ります。一 つ 目は患 者さん

と信頼 関係 を築 くことはとても難 しい こ

とだと学 びま した。会 って いきな り、病

気の ことを聞いて答え てくれるとは限 り

ません 。コミ ュニケー シ ョン を重ね て、

信頼 を得る ことがで きた ら、本 当の気持

ちや病気 についてな ど話 して くれる よう

にな ると分か りま した 。信頼 関係 を築 く

ための第一歩 は、言葉 遣いや身 だ しなみ

など第一 印象か らきちん と してい くこと

2年 西 澤 由 美

が大切 だ と思 いま した。私 は、今 回の 実

習で受け持ち患者 さんと十分な信頼 関係

を築 くこ とができ なか ったと思 います 。

コミ ュニケー シ ョン不足と患者 さん の気

持ちを理解する姿勢が足 りませんで した。

この反省 を忘れな いで、日常生活か らま

ず実践 して いきた いです 。まず は、友 達

や先生 と信頼関係 が築けな か った ら、患

者さんとも築けるはずがないと思います。

二つ 目は看護 には広い視 野を持ち 、患

者さんの立場 にな って物事を考 えること

が大切 だと感 じま した。患 者さん と話 を

しよ うと思 って も、患者 さんは休み たか

った り、疲 れて いるか も しれ ません 。患

者さん の状態を見 て、時 に距離を置 く こ

とも大切な ことだとわか りま した。

初 めての 実習で戸 惑 った り、悩 んだ り

したけれ ど、先生 や実習班 の仲 間と助 け

合 って無事 に終了 してよ か ったで す。こ

れ か らの学 習で は、知識 と技術 を十分 に

身 につけ 、来年の領 域別実 習 に生 か して

いきたいです。

西澤さん



地域看護学実習 4年 井 開 未 希 子

5月の中旬から4週間私の地元、長岡

市の越路保健センターと長岡保健所で地

域看護学実習をさせて頂きました。普段

は一人暮らしをしていますが、地域看護

学実習だけは実家から実習先に通うこと

ができ、母が毎日お弁当を作って持たせ

てくれることが嬉しかった思い出の一つ

です。

地域看護学実習は地域診断実習、保健所・

市町村実習、訪問看護実習で構成されて

います。中でも保健所 ・市町村実習で実

施した健康教育は大変多くのことを学ぶ

ことができました。

私達のグループは、 「生活習慣を見直

して元気な毎日を過こそう！！」という

テーマで生活習慣を見直すことを目的に

健康教育を実施しました。健康問題の把

握から始まり、内容やシナリオ、教材の

作成までグループメンバーと協力しなが

ら進めていきました。指導者さんを含め

た前日のリ八一サルでは考えていた企画

の通りに展開できず、健康教育の難しさ

を実感 しま した。多 くの指導 と助言 を頂

き、当 日は私達 らしさを十分発揮 した健

康教育を行 うことができた と思 います。

参加者の方 々とや り取 りを しな が ら進め

てい くことで、参加者の背景 に家族や地

域がある ことを学ぶ ことがで きま した。

参加者 に合 わせた内容を いかにわか りや

す く伝え るか、どのよ うな雰 囲気の中で

進めるか 、多 くの ことを考え ることがで

きま した 。また、参加者の方々 か ら健康

教育中に様々な

質問を受けまし

た。私たちは参

加者の質問に答

えようと必死に

参考書などで調

べましたが、対

象者の状態や地

域の生活を知ら

ないまま、一般

的な返答や曖昧

な返答をするこ

とは間違った情報を伝えることになるこ

とを学びました。自分たちの限界を知り、

謙虚な姿勢で臨むことが大切であり、答

えることができなかったものを、その後

どのように伝えていけばよいのか考える

ことが私達の課題となりました。

今後、地域に限らず医療施設など様々

な場面で指導や教育をしていく機会があ

ると思います。今回健康教育で学んだこ

とを生かして取り組みたいと思います。

▲ 井開未希子

基 礎 ゼ ミ ナ ー ル71年 山 岸 明 大

基礎ゼミナール7は 男子5人 、女子5人 、

関谷先 生を含 め11人 で 、ブ タ胎児標 本

の解剖を行 いま した。最初の授業 で、ブ

タは ヒ トと同 じ哺乳類であ り、 ヒ トの身

体の構造とよ く似てお り、体毛が少なく、

手ころの大 きさで解剖に適 した体 を して

いる ことを教わ りま した。解剖 に入 る前

に、ホルマ リンに浸けてある ブタ胎 児を

洗い、計測することか ら始ま りましたが、

今まで経験 したことが無 く違和感 があ り

ま した。

そ して、二人一組のグループに分かれ、

胸部、腹部 、脊 髄 ・脳な どの部位 を分 担

し解剖を始 めま した。解剖のマ ニュアル

を読 んでも 初めて 聞 く筋 肉 ・神 経な どが

あ り、最初 はなかなか解剖 を進 めてい く

ことができませんでした。わか らない筋肉・

神経な どがあ り先生 に聞 くと、先 生はた

だ答えて くれるだけでな く、資 料を持 っ

てきて教 えてくれた り、 ヒ トの場 合だと

こうな っているなどを説明 してくれた り

して、最初 のころとは違 い、興 味を持 っ

て多 くの ことを学ぶ ことができま した。

私の グル ープでは、脊髄 と脳 の解剖を し

ま した。背 中の筋肉(固 有背筋)を 開き

脊柱を出 し、脊髄 と脳を取 り出すのには

多 くの 時間を要 し、また先生 の助けを借

りて ようやく出来ま した 。解剖 を してい

く上 で一番 苦労 した ことは、筋 肉 ・神経

な どの名前 と実際の身体の部位 を一致さ

せて確認 していくことで した。

また私た ちのゼ ミで は、11月 に行 わ

れた桜 蓮祭 に解 剖の

展示 を しま した。展

示 に際 して は、解剖

の手順 を書 き、イ ラ

ス ト、写真な どを使

って ヒ トとブタの比

較を して、わ か りや

す くな るよ うに工夫

しま した。私 たち が

実際 に使 ったメス 、

ハサ ミ、 ピンセ ッ ト

そ して・まだ解 剖 して

ない ブタ胎児1頭 も
一緒 に展示 した とこ

ろ、 た くさん の人 た

ちが興味深そうに見てくれました。この

基礎ゼミナールを選んで貴重な体験がで

きてよかったと思います。

自分 一人ではない論文作成

「論文のテーマ何 にするか決まった?」

『全然決 ま ってない。 』論 文のテーマ を

決め 、研 究にと りかか るまでこんな会話

が友人 と繰 りかえされ ていま した。私の

場合 、テーマがあい まいで自分が何を研

究 して取 り組んでいき たいのかわか らず

さまよっている状態で した。そんな中で、

老年 ゼミは論文作成 を個別 に進めてい く

4年 清 水 聡 美



のではなく、ゼミ仲間全体での集まりを

繰り返し行ってきました。全体ゼミのお

かげで自分では視野が狭くなっていた点

をゼミ仲間に指摘されて気づかされたり、

大勢の人の前で自分のやりたいことを伝

えることの大変さ、誰が見てもわかるよ

うな資料作りや情報の提示による論文作

成をすることの難しさを学ぶことができ

ました。いろんな人の意見を聞きいれ、

アドバイスをもらいながら修正を繰り返

して論文を作成していくことは、大変だ

ったけどみんなも大変なんだ、がんばっ

大 学 院

4月 に本学修士課程3期生の8名が入学

しました。大学院では、看護学と看護ケ

アの質の向上のために、より専門的な学

びが展開されています。大学院生は学生

が仕事を持ちながら就学が可能なように、

休日や夜間に講義が行われることがあり

ます。取材日は日曜日でしたが、老年看

護援助展開論と認知症看護論が終日行わ

て いるん だと

思え ばや る気

も出 て一生 懸

命取 り組ん で

い くこと がで

きま した。

れ て いま した。 また 、大学 院で の

講 義で は、 教員 が一方 的 に知識 を

伝 達す る講 義形態 だ けで はな く、

学 生が 個々 に問題 提起 を し、そ れ

に対す るデ ィス カ ッシ ョンを通 し

て課題を深めていきます。 この日は、

受 講 してい る学生 が 、それ ぞれ の

臨床 経験 な どか ら老年 看護 実践 の

場 の現状 分析 と課 題の 抽出 を進 め

ていきま した。

8月1日 、5日 にオープ ンキ ャンパ スが行われ、参加 者 は両 日で217名 にの ぼ

りま した。在学生もボランティアで体験学習や学生相談に応 じま した。

参加者 か らは 「とても楽 しく参加 することがで きた」 「先輩たちが大変明る く

優 しい方たちで楽 しか った」 という意見があ りま した。

参加者数

7月4日 、はじめての病棟実習である

基礎看護学実習を前にした2年生が、先

輩から看護の燈を受け継ぐことで、臨床

実習への決意を新たにしました。何もか

もが初体験となる実習を前に、緊張が強

かった様子ですが、実習病院の看護部長

の方 々か らの 「病棟 スタ ッフ が皆さんを

待 っています。」 とい う言葉 に励まされ

た に違いあ りません。



アルコール ・薬物乱用 防止教育 とエイズ・性教育の統合 についての基礎 的研 究」
人間環境科学領域 社会科学 徐 淑 子

現在、文科省の科学研究費補助金を受け、

教育活動 のかた わ ら、標題 の研究 に取 り

組んでおります。「アルコール ・薬物乱用」

と 「エイ ズ ・性 感染症」は,健 康教 育実践

の中で は多 くの場合、おのおの独 立 した

健康課題として別個 に扱われます。しか し、

アル コール や薬物の作用 が個人 の判断力

や現 実 吟味の 能力 に影 響 し、そ の結 果、

安全でな い性 行動を とって しま う可能性

を増 やす ことが、さ まざまな調査 研究 に

よ って明 らかにな って います。この こと

を踏 まえ、基 本的な知 識を身 につけた あ

との、一歩 踏み込ん だ段階の予 防教育 と 、

して、あるい は、健康 を 「自己形成 」「生 ・

き方 」の 問題と関連 づけて と られる ライ

フスキル教 育と し、このふた つの健康 問

題 を同時 にと りあつ かえな いものか 、と

考え当研究課題を立案 しま した。

さて 、この よ うな アプ ローチ は、日本

や他の国で前例がないわけではありません。

ですか ら、と りあ えずは 日本 にいて手 に

入る情報の収集 と整 理を行 うことか ら始

めま した。しか し、着手後す ぐに、私が当

初考えて いた以上 、視野 を広 く定め ない

と うま くいか ない研 究である とわ か りま

した 。た とえば、日本で はアル コール 依

存症の予備軍ともな りうる 「多量飲酒者」

が200万 人以上いると見積も られていま

す。しか し、この規模に見合 った保健 ・医

療 ・福祉 資源 は慢性 的 に不足 してお り、

予防 ・介入 ・ケア ・地域生活 と流れるシス

テム フロー もうま くつなが っていない こ

とがわ か りま した。私の研 究で やろ うと

していることは、いわゆる一次予防ですが、
一次予防が真の意味で効果を発揮するのは、

二次 予防や三次 予防,つ ま り健康 問題が

起 こったあとに病気の影響 を最小限 にと

どめるための手当てとのバランスの中です。
一介の研 究者で しかな い私 ができる こと

は非 常に小 さいのですが、保健 ・医療 ・福

祉の 領域で依存症 ケア に携わ る多種多様

の 専門職者 か らの教 唆を受 けなが ら、短

期 に ・長 期 に目標 を立て て、研 究 を進め

ていきたい と考えてお ります。

急性期治療を受ける高齢患者の睡眠の変化とせん妄発症のプロセスの絡みについての研究

「せん妄」とい う言葉 は、一般 によく耳

にする言葉 ではな いかと思 います。これ

は入院、療 養生活中 の高齢者 の方 に多 く

み られる精 神症状の ひとつで 、夜間な ど

に急に ご自分が入 院 している ことがわ か

らな くな り、治療の ための点滴 や管な ど

を抜こ うとした り、「家に帰る」と大声 を

出すよ うなこ とが あ ります 。これ は一 例

ですが 、時間や場所 や人物 とい う見 当識

に障害 が出た り、記 憶や集 中力が落 ちる

こ とが急激 に起 こる ことが 「せ ん妄」と

老年看護学 菅 原 峰 子

定義されています。点滴を抜いてしまう、

安静にしていられないということは、病

気の治療が進まないために医療者の困難

感も大きいのですが、何より高齢患者さ

んこ本人やこ家族が辛い思いをされます。

せん妄は、身体状況の悪化や精神的な

ス トレスなど複数の要因が複雑に影響し

あって起こることがわかってきています。

そのため、看護者は高齢患者さんの様々

なことに気を配って観察し、せん妄のき
っかけとなるような事を取り除いていか

1新 規採択課題
平成20年 度 科学研 究費採択課題』覧

2継 続 課 題



な けれ ばな りませ ん。せん妄 の予防 にな

る といわれ る看護 ケアはい くつ かあ りま

すが 、そのひ とつ に正常な 睡眠 と覚醒 の

パター ンを維持 してい くことが含 まれて

います 。加齢 とともに睡眠 の深さ は浅 く

な り、不眠 を呈 しや す くな ります。さ ら

に病院 に入 院する と、そ こはこれ まで過

ごしてきた環境 と大 きく異な り、一晩中、

医療機器の作動音がしているかもしれま

せん。また、疾患からくる症状は、眠りを

妨げるかもしれません。入院後に変化を生

じる高齢患者さんの睡眠の変化とせん妄

症状をよく調べることで、せん妄を予防す

るような看護ケアの開発に役に立てたい

と思っています。

私は、看護師として看護実践をしていた

間にこのような高齢患者さんにたくさん
出会い、その時の経験が今の研究テーマに

つながっています。高齢者の方が、病気で

入院が必要になっても、早く、順調に回復

できるようにするために看護ができるこ

とは何なのかを考え続けています。

茶 道 茶道サークル長3年 本 間 絵 理 香

皆 さん、こん にちは。皆 さんは 「茶 道」

と聞 いてどうい うイメージを持 つで しょ

うか?色 々 な作 法や専門用語が あって難

しそ うだ というイメージが強 いかも しれ

ませ ん。確 かに、作 法 や言葉な ど覚え る

ことはた くさんあ ります 。しか し、茶 道

と はとても奥深 いものです が、そん なに

難 しく考える必要 はあ りませ ん。人 にお

茶を美 味 しく飲ん でほ しい、くつろ いで

ほ しい とい うよ うな 「おもて な しの心」

が一番大切 です 。最初は難 しいかも しれ

ませんが 、その作 法を覚え て出来る よう

になる うちに、茶 道につ いてどん どん知

りた くな って い くと思い ます。また、お

茶を点てることによって、心を落ち着かせ、

自分 を見つめる ことのできる時間 を作 る

ことが できま す。私 自身 も、茶道 を始 め

て 思いや りの気持ち を学びま した し、こ

れ か らもた くさん学ん でいきたい と思 っ

て います。

茶 道サー クルは先輩方 が2005年4月

に立ち上 げ、今年 で4年 目にな ります。お

茶 を通 して、看護す る上で欠 かす ことの

でき ない思 い や りの 心 を学ん

でい こ うとい う思 いで活 動 し

ています。今年度 は新た に一年

生7名 の 部 員が 加 わ って現 在

30名 とい う大所 帯 とな り、活

動 の幅 も広 くな りとても 嬉 し

く思 っています。

活動 内容 と しては 外部 か ら

茶道の先生をお招き し、週一回

お稽古を し、学園祭な どでお点

前 を披露 しています 。また、随

時開かれているお茶会に足を運んでいます。

さ らに、去年 か ら大き なお茶会 に看護大

学 と して参加 させて頂 いていま す。今年

度 は7月20日 に高田小 町で行 われた 「青

年部共 催 第23回 学生 ・生徒交流茶 会」

に参加させて頂きました。お茶を点てたり、

亭主 と して話 した りととて も緊張 しま し

たが 、部員 全員で 協力 し合い 、一人 ひと

りた くさん練習 した甲斐 があ り、評 判も

良 く成功 という形で終わる ことができま

した。このよ うに様々な活動を しなが ら、

その中で一人 ひと りのお点前 によ り磨 き

をかけています。

このサークルは、この大学に入って初

めて茶道を始めた部員がほとんどです。

茶道の先生や先輩方に作法を代々教えて
いただきながらの活動となっています。

そんなに難しく考えず、少しでも興味が

ある人は茶道サークルに来てみてください。

始めることで、だんだん茶道の魅力には

まっていくと思いますよ。茶道は奥深く、

卒業してからも一生続けられるものだと

思います。皆さんもぜひ茶道を始めてみ

てはいかがでしょうか?

近 況 報 告１期 生 亀 尾 美 佳

私は岐阜大学 医学 部付属病院 に就職 し

ま した。整形外科 、神経内科 ・老年科 、総

合 診療 部の混 合病棟 に所属 して います 。

手 術、内科的治療 、精査 などが行われ 、忙

しい日々です。

振 り返 ると、仕事 を覚える ことと人 と

会 話する ことに精一杯 の新人看護 師、少

し余裕がで きた2年 目を経て、3年目。最

近は看護の楽 しさを感 じてい ますが、キ

ャリアを積めばそれ に見合 った能力も要

求 されます。新 人の時 には先輩 に教えを

請 うこともで きま した が、今 はそ うはい

きません。専門職 として常 に新 しい知識、

技術 を吸収 していかな けれ ばな らない責

任 がある と感 じています 。しか しそれ以

上 に、自分 の理想 の看護 を掲 げて 、自信

を持 って看護 したい、との思い から文献

を手 に取 って います。私 の勤める病 院で

は研修も多 く開催されてい るため有効に

活用 してい ます。また 、リー ダーナ ース

としての 自覚 と行動を身 につ けるべ く努

力 して います。できる最大 限の看護 を提

供 しよ う、と、つい担当 に入 れ込ん で し

ま う私 ですが、必 要 とされ る時 に必 要と

される看 護を提供 するた め、病棟全体 を

把握 し、管理する ことを学んでいます。

怠 け者 の私 は仕 事 に

行 くの が 億劫 な こと も

あ ります。しか し、人 に

期待され、笑顔 を向け ら

れれば励まされ ます 。小

さな進歩一つでも、そ れ

に携 わ った 自分 の 喜 び

や達 成 感 と して 感 じて

います 。また、同僚 とバ

レー ボ ール で 汗 を 流 し

た り、キ ャンプ に行 った

り、年 に数回は大学の頃

か らの友 人 と旅 行 に行

った りして、気力 ・体力

を充実 させて います。

3年 目も終盤 に差 し掛か りますが、日々

の喜 び ・楽 しみを糧に奮闘 していき ます 。

次の階段を登る時、3年目はどうだ ったか、

理 想の看護 師に近 づけたか 、振 り返るの

が楽 しみです。

亀尾さん(後方右)と職場の皆様



意欲ある看護職のための 「再挑戦」の機会拡大は、他人

事ではなく、あまねく看護の世界で、特に教育に携わる看

護大学において、特筆されるべき課題と考えています。

「再挑戦」への自信は多彩な自己学習の繰り返しの中か

ら生まれると私達は考えており、この度、文部科学省の委

託で取組を始めたプロジェクト「看護師の学び直しを支援

する地域指向型オープン/バ ーチャル・ガレッジの試み」が

この課題の解決に役立つことを心から願ってやみません。

新潟県立看護大学 看護研究交流センター

センター長 吉 山 直 樹

一発行日：２２０８年１２月１７日


